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（サ
イ
）
舘
を
建
て
教
授
し
た
が
、

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

兄
竹
山
没
後
は
懐
徳
書
院
に
移
っ
て
兄
の
遺
業
を
織
い
で
お
る
。

翁
の
父
桐
園
は
學
校
學
主

翁
は
大
阪
の
名
校
、
懐
徳
書
院
最
後
の
學
校
預
り
人
兼
教
授
の
中
井
及
泉
琥
桐
園
通
稲
修

,
9

二
の
男
に
て
、
母
は
同
校
最
後
の
學
主
格
教
授
の
並
河
華
翁
（
學
校
名
學
主
の
中
井
竹
山
の
外

像
孫
、
初
名
朋
来
、
通
稲
復
一

、
初
琥
寒
泉
、
明
治
後
の
戸
籍
制
定
後
は
華
翁
の
名
を
用
う
、
贈
正
五
位
）

丸ぐ
の
女
、
霜
女
で
安
政
二
年
六
月
十
二
日
、
大
阪
舷
場
、
尼
崎
町
壼
丁
目
（
現
在
の
今
橋
通
四
丁

v
目
北
側
、日
本
生
命
保
険
相
互
會
社
本
館
位
置
の
地
）
學
校
内
で
生
れ
た
。
以
下
、
つ
ぐ
丸
の
用
字

を
併
用
す
る
。

碩
果
（
竹
山
の
末
子
、
天
保
十
一
年
終
る
七
十
歳
）
の
養
子
で
、

賓
は
竹
山
の
弟
で
別
家
し
た
履
軒
の
男
、
柚
園
（
天
保
五
年
父
履
軒
に
先
ん
ず
、
年
四
十
紋
）
の
子
で
あ
る
が
、
本
系
の
碩
果
に
嗣
子
が
な
か

っ
た
の
で
、
別
家
を
磨
し
て
碩
果
の
養
子
と
な
っ
た
。
即
ち
兄
竹
山
、
弟
履
軒
で
二
家
に
別
れ
た
中
井
家
が
桐
園
に
よ
っ
て
一
家
に
錦

一

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
桐
園
が
入
嗣
前
に
一
時
、
前
記
の
並
河
華
翁
が
碩
果
の
養
子
と
な
っ
た
。
又
、
履
軒
は
別
家
し
て
和
泉
町
に
水
哉

文
化
元
年
、

明
治
二
年
、
新
政
の
學
制
改
髪
に
依
り
、
享
保
以
降
、
百
四
十
年
餘
、
世
々
中
井
家
が
師
儒
に
任
じ
た
書
院
は
閉
校
麿
學
と
な
り
、

華

羽

ー

薔
教
聖
書
及
び
正
教
聖
典
の
醗
繹
に
献
身
盪
カ
ー

中

井

木

菟

麿

翁

の

業

歴

倉

敬

尚



翁
は
桐
園
と
共
に
校
門
を
閉
ぢ
、
そ
の
敷
地
建
物
、
家
財
を
慮
分
資
却
し
て

家
塾
を
開
い
て
、
書
院
時
代
の
遣
弟
中
、
希
望
し
来
っ
て
請
う
者
に
教
え
た
。

こ
の
時
代
の
前
後
、
二
人
の
身
邊
に
は
不
幸
に
も
凶
事
が
相
次
い
で
起
っ
た
、
即
ち
慶
応
三
年
六
月
、
華
翁
の
妻
歌
女
（
中
井
碩
果
女
）

が
六
十
一
歳
で
、
夫
に
先
立
ち
、
次
い
で
明
治
元
年
七
月
十
九
日
、
華
翁
の
男
尚
一

の
が
廿
歳
で
先
ん
じ
、
更
に
同
月
廿
五
日
に
は
桐
園
の
妻
、
霜
女
（
華
翁
女
で
木
菟
麿
及
び
妹
、

で
終
っ
た
。

に
招
か
れ
、
そ
の
信
頼
を
博
し
、
同
局
の
家
政
教
師
と
な
り
、
同
局
識
員
、
女
子
工

小
笠
原
孝
次
郎
の
次
女
し
ゅ
ん
を
後
妻
に
迎
え
た
、
こ
れ
が
終
子
の
母

で
、
明
治
拾
年
三
月
生
れ
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
ら
は
世
故
の
激
愛
、
特
に
康
校
に
よ
る
身
近
な
家
政
の
頓
挫
に
よ
る
衝
撃
が
そ
の
一
因

で
あ
っ
た
ろ
う
。
華
翁
は
こ
の
翌
年
即
ち
明
治
三
年
三
月
、
末
女
、
閏
（
う
る
）
菊
（
未
婚
）
に
守
ら
れ
南
江
戸
堀
二
丁
目
住
の
女
婿
で
、

も
と
九
州
筑
後
柳
川
藩
主
立
花
氏
の
滞
瞥
、
淡
輪
（
タ
ン
ナ
ワ
）
三
郎
輻
方
に
移
り
、
居
る
こ
と
四
年
、
同
七
年
、

11菊
と
共
に
櫻
ノ
宮

に
寓
居
し
た
が
、
十
一
年
再
び
二
人
は
淡
輪
に
迎
え
ら
れ
、
翌
十
二
年
二
月
六
日
、
八
十
三
歳
で
終
っ
た
。
遺
弧
女

11菊
は
遂
に
こ
の

老
父
に
一
生
を
捧
げ
て
養
護
に
盪
し
嫁
が
な
か
っ
た
が
、
よ
く
庭
訓
を
受
け
巻
止
端
正
で
、
父
歿
後
、
櫻
ノ
宮
、
大
阪
造
幣
局
岡
本
局
長

の
愛
敬
を
博
し
、
十
年
近
く
在
職
し
、
同
廿
一

一
月
、
惜
ま
れ
る
中
、
四
十
六
歳
で
終
っ
た
。
こ
の
美
事
の
昔
語
は
曾
て
筆
者
、
大
阪
に
於
て
こ
の
孝
女
の
教
え
を
受
け
た
老
女
性
に
聞

い
た
一
斑
で
あ
る
。
並
河
華
翁
は
書
院
最
後
の
教
育
文
功
者
と
し
て
、
大
正
八
年
十
一
月
、
贈
正
五
位
の
榮
巻
に
浴
し
た
。
こ
の
表
賞
に

つ
い
て
は
府
嘗
局
の
依
嘱
で
、
女
壻
で
あ
り
受
業
で
も
あ
る
中
井
木
菟
丸
が
他
記
事
略
を
作
っ
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
華
翁
は
故
儒
、

明
治
十
二
年
、
物
故
で
あ
る
が
、
窺
像
を
胎
し
て
お
ら
ず
、
幸
い
木
菟
丸
は
そ
の
風
貌
を
よ
く
知
っ
て
お
っ
た
か
ら
、
丹
梢
の
好
者
、

故
早
川
自
照
翁
筆
に
て
半
身
像
の
筆
勢
を
煩
し
、
筆
者
賛
詠
を
記
し
表
装
し
て
、
恢
徳
堂
記
念
會
に
寄
納
し
て
お
い
た
。
質
は
筆
者
は
、

華
翁
家
の
本
宗
、
京
の
儒
瞥
並
河
家
（
天
民
・
誠
所
の
出
自
家
）
に
深
縁
の
身
、
蔀
翁
嗣
な
く
せ
め
て
奉
賽
の
一
助
を
致
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
大
阪
上
本
町
、
華
翁
の
幽
側
に
は
男

ti街
、
女

11菊
が
葬
ら
れ
て
あ
っ
て
、
そ
の
位
置
は
、
幸
い
つ
ぐ
丸
が
記
憶
し
て
お
っ

翌
二
年
十
一
月
、

桐
園
は
西
成
郡
加
島
村
の
習
、

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

（
琥
蛋
〔
タ
ン
〕
街
）
好
學
明
敏
で
父
の
数
講
を
助
け
た

蘭
女
〔
安
政
四
年
生
れ
〕
の
母
）
が
三
十
九
歳

旦
、
本
庄
村
（
現
大
淀
暦
）
に
移
り
、
微
々
乍
ら
二
人
各
々



歳

の
醜
膵
に
た
づ
さ
わ
っ
た
ッ
グ
丸
は
恐
ら
く
、
更
に
こ
の
醜

た
か
ら
、
本
宗
故
並
河
誠
三
郎
（
三
重
縣
衛
生
技
師
、
瞥
博
）
と
は
か
っ
て
小
石
標
を
造
立
し
て
お
い
た
、

に
孝
女
を
冠
し
て
お
い
た
。
こ
の
孝
女
は
小
照
を
切
ゲ
丸
か
ら
贈
っ
て
き
た
か
ら
曾
て
本
誌
に
の
せ
た
。

（
紳
戸
市
生
田
匿
山
本
通
ハ
リ
ス
ト

ッ
グ
丸
の
父
、
桐
園
は
、
明
治

六
年
、
本
庄
か
ら
江
南
小
學
校
教
員
を
拝
命
し
、
後
、
江
戸
堀
南
通
に
自
ら
好
徳
學
院
を
開
き
同
十
四
年
一
月
、

五
十
九
歳
で
終
っ
た
。

冗
長
な
前
書
を
こ
の
邊
に
止
め
て
ッ
グ
丸
に
及
ぶ
が
、
維
新
後
、
國
禁
解
か
れ
て
、
欧
米
宗
教
漸
入
し
明
治
八
年
頃
、
帝
政
露
國
の
正

教
會
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
エ
ウ
ヒ
ミ
イ
修
道
司
祭
が
来
阪
し
て
、

と
い
う
正
敦
講
義
所
を
開
設
し
、
屈
々
布
敦
講
説
が
あ
っ
た
由
、

ッ
グ
丸
が
こ
の
新
外
敦
に
躙
れ
た
の
は
恐
ら
く
、

の
公
會
で
、
ゾ
ゲ
麿
が
副
側
々
敦
者
に
任
命
さ
れ
て
お
る
。
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
、
同
廿
二
年
に
、
ロ
シ
ア

た
「
訓
助
新
約
聖
書
」
が
、
ニ
コ
ラ
イ
師
と
凶
勿
丸
共
編
悛
行
し
た
と
の
記
録
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

正
教
會
司
祭
の
牛
丸
康
夫
氏
嶺
行
の
「
曙
光
」
第
四
三
琥
）

以
上
の
如
く
正
敦
信
仰
を
身
に
つ
け
る
と
共
に
、

て
お
る
。
ニ

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
底

川
口
の
外
人
居
留
地
を
本
肱
と
し
同
十
一
年
、
淀
屋
橋
東
附
近
に
精
々
舎

こ
こ
で
は
、
五
十
四
名
の
洗
證
者
が
出
来
て
、
敦
勢
が
追
々
進
展
し
た
。

こ
の
頃
の
様
で
孫
引
き
乍
ら
大
阪
ハ
リ
ス
ト
正
敦
會
小
史
に
よ
る
と
、
明
治
十
二

こ
の
道
の
数
典
、

豪
敦
會
堂
に
て
、
来
朝
の
ニ
コ
ラ
イ
師
の
十
哲
の
一
と
し
て
、
紺
後
、
三
十
年
近
く
幽
書
、

の
送
り
骰
名
を
つ
け

繹
と
い
う
至
難
な
業
務
に
力
を
致
さ
ん
の
堅
き
目
椋
に
到
逹
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
既
に
雨
親
も
亡
き
身
遂
に
志
を
決
し
同
廿
一
年
三
十
四

一
妹
蘭
三
十
二
歳
、
終
子
十
二
歳
と
共
に
家
祖
以
来
の
郷
地
大
阪
を
去
っ
て
東
上
し
た
。
こ
の
際
、
自
家
偲
蔵
の
書
院
遺
書
は
、
そ

の
殆
ん
ど
を
亡
母
並
河
氏
霜
女
の
妹
、
豊
女
の
嫁
ぎ
先
、
奈
良
縣
生
駒
の
淡
輪
氏
に
預
託
し
た
。
次
い
で
同
廿
四
年
、
落
成
の
肺
田
駿
河

の
醜
膵
及
び
そ
れ
ら
の
参
考
字
書
の
出

版
に
、
献
身
従
事
し
、
何
れ
も
大
成
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
ッ
グ
麿
精
励
の
一
端
が
、
明
治
三
四
年
七
月
骰
行
の
「
正
敦

新
報
」
四
九
四
琥
に
「
正
教
諄
の
新
約
聖
書
刑
行
」
の
テ
ー
マ
で
痰
表
さ
れ
て
お
る
の
が
、
前
記
と
同
じ
く
「
曙
光
」
に
抜
抄
掲
載
さ
れ

の
孫
引
き
で
あ
る
が
、
門
外
の
筆
者
、
了
解
の
限
度
を
左
に
援
引
す
る
（
多
少
意
膵
を
加
え
た
）

嘗
時
、
主
敦
ニ
コ
ラ
イ
大
師
父
の
日
々
の
執
務
は
、
正
敦
學
校
の
生
徒
と
同
じ
課
業
時
間
に
よ
ら
れ
、
長
年
月
の
、

切
列
麿
と
机
を
並

そ
れ
は
拙
筆
で
表
し
、

う
る
菊



頃
べ
て
毎
朝
七
時
半
に

ti繹
業
務
を
初
め
ら
れ
、
正
午
に
至
る
ま
で
約
四
時
間
、
唯
一
回
暫
時
休
憩
せ
ら
れ
る
だ
け
で
、
午
後
も
同
様
、

績
行
、
夜
は
食
後
六
時
か
ら
必
ら
ず
九
時
ま
で
績
け
ら
れ
た
云
々

ま
た
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
原
書
及
び
ス
ラ
プ

ロ
シ
ャ
語
の

師
父
の
聖
書
注
繹
の
二
種
本
を
参
考
と
し
た
、
そ
の
間
、

iiは繹
に
使
用
の
熟
字
、
用
文
の
文
法
上
の
誤
り
な
き
様
、
萬
全
を
期

し
、
大
槻
氏
の
「
言
海
」
落
合
氏
の
「
言
葉
の
泉
」
等
を
参
考
に
し
て
厳
密
な
考
勘
に
嘗
っ
た

ま
た
、
こ
の
和
刃
膵
は
ギ
リ
シ
ャ
語
原
書
を
最
も
忠
賓
正
確
に
闘
し
た
も
の
で
、
爾
後
の
新
数
派
の
英
膵
、
薔
教
派
の
ラ
テ
ン
繹
等
は

で
も
あ
り
、
或
い
は
非
難
を
受
け
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
正
教
會
の
評
書
は
最
も
著
明
な
敦
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
文
中
の
大
師
父
は
、
大
正
元
年
二
月
十
六
日
、
東
京
聖
路
加
病
院
に
て
永
眠
す
る
が
、
そ
の
入
院
中
も
ホ
ン
諄
に
従
い
、
腑
に
お

ち
ぬ
事
が
あ
る
と
他
人
を
煩
さ
ず
、
集
め
て
お
い
て
適
時
、
ゾ
~
麿
の
来
院
を
請
う
て
最
後
の
決
を
下
し
た
と
い
っ
た
如
く
、
老
宗
教
人

の
熱
誠
と
更
に
、
そ
の
刃
勿
丸
に
寄
せ
た
信
頼
の
厚
か
っ
た
事
及
び
更
に
ッ
グ
麿
の
誠
賓
で
寡
獣
、
唯
々
マ
ジ
メ
に
負
托
に
應
え
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
ッ
グ
丸
は
、
こ
の
間
、
教
會
経
螢
の
女
子
紳
學
校
に
数
鞭
を
と
り
、
國
漢
學
を
数
授
し
て
お
る
。
こ
の
少
し
前

ロ
シ
ャ
帝
政
國
は
革
命
政
愛
で
、
社
會
情
勢
愛
化
し
、
切
列
麿
も
追
々
老
に
至
る
の
時
、
偶
々
大
阪
に
祖
先
代
々
師
儒
で
あ
っ
て
明

治
二
年
閉
校
後
、
殆
ん
ど
忘
ら
れ
て
お
っ
た
懐
徳
堂
再
建
の
議
が
、
在
阪
識
者
有
志
に
よ
り
悛
議
せ
ら
れ
大
正
二
年
、
學
堂
再
興
記
念
會

が
結
成
せ
ら
れ
、
次
い
で
同
五
年
、
同
會
館
が
重
建
さ
れ
た
。
幸
い
、
在
京
間
の
志
ゾ
闘
の
大
業
も
一
段
落
の
成
果
に
逹
し
た
の
で
、
遂

に
惜
ま
れ
乍
ら
別
れ
を
告
げ
て
、
兄
妹
三
人
は
大
正
九
年
十
月
、
東
京
を
引
上
げ
西
下
し
、
初
め
兵
庫
縣
下
川
邊
郡
川
西
村
小
戸
行
人
塚

に
同
十
四
年
四
月
、
大
阪
府
豊
中
市
に
移
っ
た
、
豊
中
で
は
窟
数
の
梅
花
女
學
校
（
同
十
一
年
専
門
校
に
昇
格
）
に
妹
、
終
子
と
共
に
敦
鞭

を
と
り
國
漢
學
を
教
え
た
。
そ
の
傍
ら
前
記
の
祖
先
師
儒
の
位
徳
堂
再
興
の
議
に
も
、
師
儒
の
裔
孫
と
し
て
参
粛
し
、
新
學
堂
の
會
館
及

び
石
造
書
庫
の
完
成
す
る
や
、
偲
家
の
書
院
師
儒
三
宅
、

五
井
及
び
自
家
中
井
歴
代
の
著
書
原
本
、
記
録
、
及
び
扁
額
等
闊
係
物
件
の
大

半
を
學
げ
て
、
こ
れ
を
學
堂
再
興
記
念
會
に
寄
納
し
永
側
を
期
し
た
。
時
恰
か
も
戦
況
は
追
々
進
展
撒
大
し
、
大
阪
附
近
は
罹
災
の
祀
憂

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

の
原
書
を
膵
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
英
繹
聖
書
と
聖

四



窓
の
梅
花
女
校
の
教
え
子
逹
が
機
あ
る
毎
に
来
訪
見
舞
わ
れ
、

家
坐
敷
に
晩
年
約
五
年
間
殆
ん
ど
安
臥
し
て

も
あ
り
、
昭
和
十
五
年
末
頃
京
都
市
左
京
犀
吉
田
田
中
大
堰
町
の
寓
居
に
移
り
（
同
栂
妹
、
蘭
女
と
共
に
）
同
十
八
年
三
月
廿
五
日
、
八
十

こ
の
寓
居
で
終
っ
た
。
蘭
女
は
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
十
六
年
、
春
、
八
十
五
歳
で
、
兄
切
ゲ
麿
に
先
ん
じ
終
り
、

九
歳
の
天
壽
を
以
て
、

一
方
季
妹
、
終
子
は
昭
和
十
二
年
七
月
、
東
京
在
世
中
、
兄
と
共
に
数
鞭
を
と
っ
た
東
京
女
子
肺
學
校
幹
事
及
び
数
え
子
逹
の
勧
め
に
よ

り
、
再
び
東
行
、
横
濱
婦
人
矯
風
會
兼
婦
人
ホ
ー
ム
の
舎
監
に
招
か
れ
就
識
し
た
が
、
約

没
に
會
い
、

年
餘
に
て
豊
中
に
の
こ
し
た
兄
の
姉
二
人
の

衰
老
の
世
話
の
為
め
退
職
し
て
再
び
西
下
し
兄
姉
を
見
守
っ
た
が
、
上
記
の
通
、
戦
況
に
鑑
み
京
都
に
移
り
、
姉
、
蘭
、
兄
切
勿
麿
の
死

こ
れ
を
送
り
、
終
戦
を
京
都
に
迎
え
た
が
、
既
に
箪
身
の
こ
と
、
物
資
入
手
不
自
由
で
あ
っ
た
慮
、
大
阪
箕
面
在
、
萱
野
村

字
芝
の
位
家
、
赤
穂
浪
士
の
萱
野
三

根
校
に
て
終
子
の
教
え
子
だ
っ
た
縁
で
、
奇
特
に
も
そ
の
報
恩
の
為
め
同
廿
二
年
八
月
、
同
家
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
私
も
昭

和
廿
年
五
月
、

居
し
て
お
り
、
数
回
、
箕
面
に
往
訪
し
た
が
、
終
子
の
為
め
に
廣
い
坐
敷
、
次
の
間
ま
で
提
供
せ
ら
れ
、
更
に
學
堂
遺
物
の
若
干
の
遺
書

類
、
特
に
カ
サ
高
い
相
常
鼠
の
版
木
、
履
軒
の
「
水
哉
館
」
の
大
額
等
、
追
々
老
朽
の
終
子

容
量
あ
る
敷
々
の
家
具
遺
物
の
保
菅
な
ど
、
佑
家
で
さ
ぞ
ご
厄
介
な
事
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
お
家
は
廣
＜
庭
園
花
樹
も
あ
る
が
、

貧
燈
を
挑
げ
た
が
、

（
昭
和
廿
五
年
十
月
、
外
出
時
、
夕
刻
自
轄
車
に
衝
突
足
不
自
由
と
な
る
）
食
事
共
萬
端
の
世
話
を

い
た
だ
い
た
ご
一
家
に
、
頴
み
て
深
厚
の
謝
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
。
唯
こ
の
間
、
恐
ら
く
中
村
刀
自
の
呼
び
か
け
で
あ
ろ
う
が
刀
自
同

々
酸
金
し
贈
ら
れ
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
筆
者
も
血
縁
の
身
、
時
に

そ
の
際
、
書
面
往
復
し
た
、
恒
石
千
壽
様
（
梅
花
お
勤
め
）
、
濱
谷
千
代
様
、
安
井
隆
子
様
（
こ
の
人
の
夫
君
義
人
氏
は
度

應
大
出
身
で
偶
然
、
私
戦
時
中
召
集
者
主
計
中
尉
で
東
京
陸
軍
造
兵
廠
に
同
勤
し
た
）
~
に
小
ノ
く
も
四
、

こ
の
名
家
、
中
村
成
子
刀
自
の
一
女
、
和
子
さ
ん
（
大
正
八
年
生
れ
）
が
、
母
刀
自
の
勧
め
で
、
終
子
の
養
子
と
な
っ
て
中
井
家
を
緞
が
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
更
に
終
子
は
生
前
、
和
子
入
籍
後
別
に
東
京
ニ
コ
ラ
イ
司
教
鵜
澤
師
の
男
、
泰
氏
を
養
子
し
入
籍
し
た
、
現
在
、
千
葉

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
屈

終
戦
直
前
東
京
青
山
南
町
の
持
家
（
借
地
）
を
戦
災
に
て
失
い
、

五

こ
の
大

五
名
の
方
が
あ
っ
た
。
な
お
重
要
な
一
事
は
、

人
の
世
話
だ
け
で
も
大
抵
で
あ
る
の
に
、

の
遺
跡
、
中
村
家
常
主
政
為
氏
（
大
阪
市
園
藝
技
師
）
の
母
堂
、

成
子
刀
自
が
、
嘗
て
豊
中
梅
花
女

長
男
が
大
阪
の
勧
銀
勤
務
で
あ
っ
た
の
で
胚
カ
ジ
リ
同



縣
流
山
市
住
で
、
東
京
丸
ノ
内
の
新
東
京
ビ
ル
内
、
日
本
金
局
産
業
本
社
事
務
員
勤
め
で
あ
る
。
終
子
は
、
晩
年
、
以
上
の
如
き
暖
か
い

教
え
子
方
々
の
他
人
を
超
え
て
の
看
取
り
の
中
に
昭
和
州
年
五
月
十
七
日
、
七
十
九
歳
で
安
ら
か
な
眠
り
に
つ
い
た
。
養
女
和
子
さ
ん
は
、

そ
の
後
、
中
井
家
に
は
男
子
、
泰
氏
の
養
子
入
籍
が
あ
っ
た
の
で
、
母
堂
成
子
刀
自
の
意
志
も
あ
り
、
同
州
四
年
、
世
話
す
る
人
あ
っ
て

吹
田
市
岸
部
の
窟
家
堀
内
氏
（
大
阪
市
内
に
て
永
年
、
校
長
勤
績
）
の
後
妻
に
入
嫁
、

さ
ん
は
、
今
も
中
井
家
の
後
事
を
思
い
、
前
養
母
終
子
の
遺
志
を
緞
ぎ
、
且
つ
亡
母
の
厚
志
を
想
う
て
、
機
あ
る
毎
に
中
井
家
塞
参
等
追

礫
に
盤
さ
る
る
由
（
現
存
梅
花
敦
え
子
、
東
大
阪
市
住
高
木
亮
子
亮
子
刀
自
談
）
終
子
の
許
に
残
さ
れ
た
學
堂
遺
物
、
版
木
等
一
切
は
、
そ
の
後
、

養
子
泰
氏
か
ら
、
東
京
の
倍
敦
々
會
堂
に
納
付
さ
れ
た
由
、

會
に
納
ま
っ
て
あ
ら
ば
、
将
来
、
又
い
つ
か
世
に
出
る
こ
と
と
思
わ
れ
、

思
う
に
、
明
治
維
新
後
わ
が
國
は
永
年
、
鎖
國
の
後
を
受
け
漸
く
、
獣
米
文
化
移
入
し
、

思
想
面
に
も
激
髪
が
あ
っ
た
が
、
経
年
の
間
、
幾
多
の
試
錬
を
経
、

し
た
の
で
あ
る
。

よ
く
融
化
さ
れ
咀
咽
さ
れ
て
遂
に
現
在
の
奎
運
に
逢
着

一
面
、
宗
教
面
に
於
て
は
、
信
教
の
自
由
化
を
得
て
、
異
教
の
導
入
と
な
り
、
そ
の
善
を
と
り
梢
紳
面
に
寄
輿
せ
る
こ

と
は
明
白
、
偉
大
で
あ
っ
て
、
現
代
、
基
数
建
學
の
教
育
機
欄
が
東
西
各
地
に
大
を
成
し
、
永
年
、
人
材
を
輩
出
し
て
國
家
に
寄
輿
し
て

お
る
こ
と
は
測
る
べ
か
ら
ず
と
云
う
て
も
過
言
で
な
か
ろ
う
。

中
井
ッ
グ
麿
が
、
短
艇
虚
弱
の
小
身
を
以
て
、
描
生
長
壽
を
保
ち
、
牡
年
に
至
る
の
間
、
修
得
し
た
和
漢
學
を
善
用
し
て
、
基
数
原
典

の
聖
書
聖
典
の
醗
諄
汎
行
に
、
半
生
の
努
力
を
致
し
、
後
世
に
教
旨
の
指
針
を
偲
え
た
こ
と
は
、
嘗
て
祖
先
が
永
年
、
累
代
に
わ
た
り
、

商
都
大
阪
で
、
修
身
齊
家
の
質
學
を
敦
え
、
各
々
家
業
え
の
梢
動
を
勧
め
導
い
た
足
樅
を
暗
獣
の
中
に
受
け
緞
い
だ
も
の
と
も
考
え
た
い

の
で
あ
る
。

一
時
心
酔
の
欣
を
呈
す
る
如
く
淫
々
と
し
て

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

こ
れ
ら
は
終
子
在
世
中
、
學
堂
記
念
會
の
老
信
吉
田
鋭
雄
翁
（
故
西
村
天
囚
翁

そ
の
所
を
得
た
こ
と
に
、
意
を
安
ん
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
、

叫
列
丸
の
作
詩
は
大
正
年
間
、
西
下
、
阪
紳
間
住
居
の
も
の
が
、
嘗
誌
に
随
分
の
せ
ら
れ
て
お
る
。
著
作
と
し
て
は
書
院
の
碩
儒
五
井

門
弟
）
ら
が
、
記
念
會
に
納
付
方
考
慮
さ
れ
、
終
子
に
も
話
さ
れ
た
こ
と
を
私
も
仄
聞
し
た
が
、

現
在
に
於
て
は
、
纏
ま
っ
て
東
京
正
教

な
お
現
在
は
新
田
氏
に
嫁
い
で
お
る
由
、
し
か
し
和
子

1

、
J
/
 



時
書
院
で
講
説
じ
た
地
理
學
者
並
河
誠
所
の
偲
「
仰
止
録
」

で
あ
る
。
誠
所
は
、
僻
瞥
天
民
の
兄
、
兄
弟
、
京
堀
川
伊
藤
門
で
、
享
保
末
年
、
西
乖
命
に
よ
り
五
畿
内
志
の
勢
著
を
完
成
し
、
晩
年
、
伊

豆
（
静
岡
縣
）
三
島
に
招
か
れ
、

そ
こ
に
仰
止
館
を
作
り
近
郷
人
を
敦
え
、
大
正
六
年
、
賄
従
五
位
の
恩
命
を
受
け
た
篤
學
人
で
、
書
名
は

こ
の
館
名
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
ッ
グ
丸
は
そ
の
性
を
表
わ
す
如
く
正
楷
書
風
の
如
き
謹
寵
で
、
大
阪
、

て
ら
れ
た
學
堂
初
址
碑
の
文
（
作
は
天
囚
西
村
子
、
今
、
會
祉
本
館
玄
闊
右
に
あ
り
）
や
學
堂
先
賢
墨
迩
集
の
跛
文
等
を
書
い
お
る
。

橋
の
ニ
コ
ラ
イ
敦
會
會
館
ホ
ー
ル
楯
間
に
は
半
身
遣
影
が
か
け
ら
れ
て
お
る
。
こ
こ
に
そ
の
一
部
上
半
を
の
せ
た
の
で
あ
る
。

ッ
グ
丸
に
は
天
生
、
黄
裳
の
名
焼
あ
り
、
次
の
學
堂
倍
岡
は
勧
め
に
よ
り
て
ゾ
ゲ
丸
が
記
憶
を
盃
人
に

お
意
に
満
た
ぬ
慮
が
あ
る
と
ッ
ク
丸
は
語
っ
て
お
っ
た
、

詞
が
見
ら
れ
る
。
右
下
に
入
口
の
門
あ
り
、
祖
の
竹
山
筆
の
「
入
徳
門
」
の
扁
額
あ
り
、
右
側
奥
は
玄
鵜
に
て
、
左
数
間
、
橡
あ
る
は
講

小
な
ら
ず
、

一
字
額
あ
り
、
全
敷
地
の
廣
さ
は
約
二
百
坪
餘
で
、
さ
ほ
ど
廣
く
は
な
け
れ
ど
市
内
と
し
て
は
狭

こ
の
地
域
内
に
敦
授
、
預
り
人
の
住
居
及
び
書
生
宿
泊
の
寮
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ッ
グ
丸
は
漢
詩
文
の
外
、
和
歌
道
に
も
参
じ
た
、

こ
の
賛
語
は
、
猫
末
、

こ
れ
は
本
誌
前
腕
の
「
大
阪
の
草
わ
け
國
學
者
、
下
河
邊
長
流
」
を
首
題
と
し
て
、

の
先
賢
の
學
が
和
漢
雨
道
に
わ
た
る
こ
と
を
詳
述
し
、

そ
の
中
の
敗
人
の
作
品
を
あ
げ
た
が
、

と
し
て
、
書
院
な
き
後
、
さ
な
が
ら
こ
の
雨
道
を
偲
え
た
唯
一
人
と
い
う
も
過
言
で
な
く
、

え
た
の
で
あ
る
、

七

日
本
生
命
保
陰
相
互
會
計
に
建

っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
な

ッ
グ
丸
は
、
殆
ん
ど
最
後
人

こ
の
和
漢
兼
該
の
學
識
に
よ
り
、
始
め
て
聖

書
の
醜
膵
も
完
璧
な
る
を
得
た
の
で
あ
り
、
又
晩
年
、
妹
終
子
と
共
に
、
阪
肺
に
移
り
束
り
、
豊
中
の
梅
花
女
子
専
門
校
で
國
文
を
も
敦

こ
の
學
の
偲
統
は
無
論
、
中
井
本
宗
竹
山
の
偲
に
よ
る
が
、
血
統
を
辿
れ
ば
百
首
贅
々
（
ご
ぶ
／
＼
）
の
如
き
和
書
の
注

繹
を
も
偲
え
た
高
祖
父
か
ら
の
、
即
ち
履
軒
（
高
祖
）

I
柚
園
ー
桐
園
（
ッ
グ
丸
父
）
、

更
に
本
宗
竹
山
の
外
曾
孫
、

並
河
朋
束
（
初
琥
寒
泉

の
ち
華
翁
、
こ
の
仁
も
和
歌
を
詠
ん
だ
）
の
訓
導
に
も
因
る
の
で
あ
る
、
し
か
し
こ
の
道
の
ッ
グ
丸
の
作
品
は
惜
し
く
も
少
い
、

あ

わ

ひ

ま

國
學
者
、
平
田
篤
胤
が
「
月
花
を
わ
れ
も
哀
れ
と
見
て
は
あ
れ
ど
あ
は
れ
と
歌
う
隙
な
か
り
け
り
」
と
膜
詠
し
た
の
と

中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

堂
で
、

こ
こ
に
初
代
學
主
の
懐
態
堂
の

蘭
洲
（
中
井
竹
山
、
履
軒
兄
弟
の
師
）
と
共
に

（「考」

こ
れ
は
純
な

般
で
、
醗
繹
の
聖

四
一
頁
に
説
明
あ
り
）

の
斜
陽
衰
類
の
状
を
回
顧
し
て
慨
嘆
し
た
如
き
言

大
阪
京

の
一
書
が
管
見
に
入
る
の
み
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中
井
木
菟
丸
翁
の
業
歴

の
名
」
の
一
詠
法
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
け
（
衣
）
は
下
の
衣
0

0

0

 

0

き
ぬ

限
り
な
き
心
の
た
け
（
丈
）
の
こ
も
れ
る
は
、
幾
重
の
衣
の
下
に
こ
そ
知
れ

衣
類
の
た
け
の
、
か
け
言
葉
で
あ
り
、
横
丸
の
た
け
の
こ
の
文
字
の
使
い
方
は
、
古
い
古
今
集
以
来
の
「
物

こ
れ
は
私
が
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正
二
年
ま
で
、
足
か
け
三
年
、
正
味
一
年
九
月
間
、
東
京
の
陸
軍
経
理
學
校

へ
修
學
差
遣
で
、

の
休
日
外
出
の
際
、
京
都
ル
ス
の
母
（
ッ
グ
丸
と
は
従
兄
妹
の
間
柄
）
の
意
を
受
け
、
紳
田
、
東
紅
梅
町
、

妹
を
訪
ね
た

の
で
、
京
都
、
母
か
ら
名
産
筍

一
籠
を
贈
っ
た
時
の
糧
歌
で
あ
る
、

嘗
年
を
回
頸
し
て
感
慨
無
量
で
あ
る
。

附
記
天
生
つ
ぐ
丸
の
作
文
し
た
も
の
管
見
に
あ
る
も
の
少
い
と
言
っ
た
が
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
燈
台
も
と
暗
し
で
、
余
の
祖
父
、
立
齊
並
河
尚

敦
、
明
治
廿
六
年
十
一
月
二
日
八
十
二
で
卒
す
の
羞
、
京
都
、
東
山
謳
馬
町
ノ
東
、
歌
ノ
中
山
の
先
埜
に
あ
り
、
こ
の
墓
は
、
大
正
十
三
年
十
月
、
尚
数

の
男
、
継
次
郎
の
晩
年
に
建
て
た
も
の
で
、
立
齊
並
河
先
生
の
表
題
は
同
町
住
で
敦
披
を
受
け
た
後
年
の
蓋
聖
、
鐵
齊
富
岡
百
錬
の
書
、
文
は
男
、
絶
次

郎
識
し
建
つ
と
石
刻
さ
れ
て
お
る
が
、
質
は
つ
ぐ
麿
の
識
作
で
あ
る
、
文
が
長
い
か
ら
省
略
す
る
が
、
終
り
の
銘
作
だ
け
を
國
膵
し
て
次
に
記
し
て
お
く
。

亮
舜
文
武
ノ
道
ヲ
築
ミ
、
稜
契
周
呂
ノ
業
ヲ
講
ズ
、
天
民
先
生
（
先
祖
、
名
ハ
亮
）
ノ
超
識
、
水
涌
キ
テ
山
立
チ
、
君
子
ノ
澤
五
世
、
黄
髪
ヲ
去
ラ
ズ

（
昔
の
茶
笙
龍
ヲ
一
生
結
ン
ダ
）
、
煎
タ
ル
貌
、
先
人
二
方
弗
タ
リ
、
昭
百
世
ノ
孫
子
、
尚
ホ
乃
祖
ノ
遺
範
ヲ
抵
ガ
ン

ま
こ
と
に
作
者
そ
の
人
を
得
た
思
ひ
が
せ
ら
れ
る
。

E
,t
1の
ざ
八
八
ト

嗣
満
（
つ
ぐ
ま
ろ
）

〒

!t‘‘

― 凡、

九

業
に
没
頭
し
て
全
く
寧
日
寧
時
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幸
い
一
枚
の
短
冊
を
捜
し
た
か
ら
次
に
の
せ
る

（立
齊
孫
羽
倉
追
記
）

一コ

ラ
イ
教
會
會
宅
に
ッ
グ
丸
兄 そ
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分
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大
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、
大
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偲
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総
碑
文
は
浪
辿
双
ぽ
第
卜
在
万
叫
碑
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づ

0
方
運遠
祖
知
ら
れ
ず
但
し
橘
姓
に
て
河
内
の
楠
氏
沿
流
と
侍
へ
家
紋
橘
を
用
う
寛
永
六
終
る

投
子
、
宜
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廣
島
片
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玄
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方
蓮
の
男
、
砒
竹
庵

福
岡
諸
惜
、
僻
し
て
廣
島
に
移
り

後
に
大
阪
に
移
る

萬
治
三
、
十
、
十
終
、
お
く
り
名

数
•
]
初
め
て
愕
廊
寺
に
葬
る

要
、
さ
き
女
、
党
文
四
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分
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大
阪
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痣
消
院
師
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代
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之
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妥
（
シ
ュ
ウ
）
庵
、
忠
蔵
、

妻
植
村
氏
、
二
子
竹
山
、

次
男ふ収
紆
ー
：
1

，＇.;

名
積
徳
、
徳
二

兄
在
世
中
は
和
泉
町
（
現
東

低
）
水
哉
館
に
別
居
、
の
ち

書
院
に
移
る

文
化
十
四
終
八
十
六
歳
、
文

甜
、
附
従
四
位
、
後
妻
、
京

信
中
村
有
則
（
兄
竹

111門）

妹
柚
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得
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京
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河
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、
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阪
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河
家
初
代
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、
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1
,
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位
習
並
河
・
硲
（
天
民
）
の
男
の

尚
友
次
男
に
て
祖
父
、
尭
の
兄
、
永
（
減
所
）

の
没
後
を
相
績
し
大
阪
に
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家
位
習
、
字
、

叔
明
琥
巨
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、
晩
年
京
住
、
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見
王
家
に
仕
う

賢
雌
賛
疇
叫
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井
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（
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女
、
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、
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女
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、
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家
立
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妻
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八
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滸
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